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1．さまじめに  

アンケート調査などのように複数の人間を対象  

とする調査では、多様な解答をどのように分析整  
理し、問題を析出するかが課題となる。数量化理  
論ⅠⅠⅠ類は、このような課題に応える手法として、  

パターン分析や選好分析などにしばしば用いられ  

る。   

複数回答の処理について、オリジナルの数量化  
理論ⅠⅠⅠ類は、回答同士の重みを均等に扱ってい  
るが、ここではAHPを用いて重みづける方法を  

提案する。このことによって、この方法はまた  
AHPの適用結果（とくに集団意思決定場面やア  
ンケート分析場面）を、数量化理論ⅠⅠⅠ類で直接  
分析するための明確な手順をも提供する。  

2．数量化理論ⅠⅠⅠ類  

数量化理論ⅠⅠⅠ類は、一般的に次のような6つ  
のステップで実施する。   

＜STEPl＞データ収集（反応行列の作成）  

＜STEP3＞カテゴリ同士の関連の演算   
カテゴリjl，j2に対して、   

hj血＝∑a帖＝羞a潤2  bj 
lh 

の演算を行う。STEP2の結果、a抽は関連がある  

場合は1／vi、そうでない場合は0となる。  

カテゴリ関連  

サンフ○ル     11  12  lllz 

aill ai12  ・・・a痛   

n  

縦の計  hll  h12  hjlj2   
bり   bll  b12  bjlj2  

T＝∑gj  

＜STEP4＞   

STEP3で求めたhjlj2およびbムj2より、H行列を  

求める。  

カテゴリ   

サンフ○ル  J  横の計  

Vl  

aり  Vi  

n  Vn   

縦の計  ul  uj …  um   ∑vi   

反応数  gl  gj …  gm  T＝∑gj  

hll－bll  
‥・h高一bjJ2  

a毎＝（1（反応する），0（反応しない））   

ここではuj＝gjとなる。  

＜STEP2＞反応データの重みづけ   

行列のそれぞれの値を、横の計の平方根√丁で  

割る。  

＜STEP5＞   

STEP2の縦の反応数の計から次の対角行列Dを  
得る。  

gl  O  

g2  

0  gm  

D＝  

カテコーリ  

サンフ○ル     1  J  m   

a亘＊   

n  

縦の計  hl  hj …  hm   

反応数  gl  gj  …  gⅡ】   

＜STEP6＞   

この逆行列D‾1をH’の左からかけて得る特性行  

列D‾1H’を解く。各国有借p2kにおける固有ベクト  

ルの値xkが、抽出された各特性軸におけるカテ  
ゴリスコアとなる。また、固有ベクトルの値で回  

答結果を重みづけた値がサンプルスコアとなる。  
これらのスコアによってカテゴリのパターンや、  

回答のパターンを整理することが出来る。  
T＝∑gj  
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3．AHPによるファジィ数量化理論ⅠⅠⅠ類  

ところでSTEP2における複数回答だが、実際  
の回答は必ずしも同じ重みでそれぞれの選択肢を  

選んでいるわけではない。また回答者によっても  

重みづけが異なると考えられる。AHPを用いた  
質問紙調査や集団意思決定場面では、一対比較行  
列によって重みの合計が1となるよう正規化され  

た値が既に与えられているので、この億を利用し  

てSTEP2の億を得ることが可能となる。それは  
以下のようなステップとなる。ここでのAHPは  

「反応しないカテゴリの存在も許す」こととする。   

＜STEP2’－1＞   

あるiサンプルに対して反応したカテゴリが複  

数ある場合、反応したカテゴリ観の一対比較を行  
う（反応したカテゴリjl，．…．．jk）。このマトリ  

クスAiに対する固有ベクトルをwiとする。  

応数および総反応数は変わらない。  

カテゴリ  

サンフ○ル     1 2 …j …  p・‥ m   

0β∴斤こノ玩 0  

A臼＊   

n  

縦の計  hl  hj  hm   

反応数  gl  gj  gj   T＝∑gj  

注）サンプル1の反応が（2，‖．．．j，…p）のケース。  

以上の結果をSTEP3以下に適用すれば、  
AHP的にファジィ拡張した数量化ⅠⅠⅠ類の処理  
を行うことが出来る。  

4．適用例  

従来型と、AHP的にファジィ拡張した場合の  
パターン抽出の遠いを、表－1，2に示す。  
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サン70ル   反応カテゴリ   重み   

Jl  jk   Wi   

Wl  

Ai  

jk  Wk   

＜STEP2，－2＞   

このベクトルの値の平方根一訂が、サンプルi  
に対し反応したカテゴリの反応の強さとなる。反  

義一1．従来型の数量化ⅠⅠⅠ類（最大固有値0．3130）  

3板目I2根副1板目         サンフ○ル  2   3  

－1．1747  －1．1765  28．2518   6  ○  ○   ×   

－2．8306  －2．8319  17．9771   5  ×   ○   ×   

0．5774  0．5774  0．5774   3  ○   ○   ○   

0．5774  0．5774  0．5774   4  ○   ○   ○   

－0．1198  －0．1189  －14．8330   2  ×   ○   ○  

2．6638  －38．9541   6  ×   ×   ○  

21．9771  17．9771  －38．9541   

表－2．AHPによるファジィ数量化ⅠⅠⅠ類（最大固有値0．4205）  

3根副 2根副1板目         サンフ●ル  2   3   

1．5673  1．5676  1．5677   口  ◎0．9000  ▲ 0．1000  × 0．0000   

1．2073  1．2074  1．2074   4■  00．7375  ▲ 0」1463  ▲ 0．1162   

0．3430  0．3430  0．3430   3  ▲OJ2027  00．4365  △ 0．3608   

－0．0824  －0．0821  －0．0821   5  × 0．0000  ◎1．0000  × 0．0000   

－0．4415  －0．4416  －0．4416   2  ×0．0000  00．6000  0 0．4000  
－0．5976  －0．5978   6  × 0．0000  × 0．0000  ◎1．0000  

1．6798   －0．0821   －0．5978   
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